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令和３年度 健康都市やまと総合計画の進行管理に対する意見（素案） 

 

１．今後の行政評価に関する意見 

（１）施策評価について 

○健康都市やまと総合計画・後期基本計画の策定に向け、審議会においてポストコロナ

における施策や取り組みなどについて検討するためには、前期基本計画に対するコロ

ナ禍の影響を総括する必要があると考えます。 

〇施策の実施方法（インプット）の変更が成果を計る主な指標など（アウトプット）に影

響すること、及びコロナ禍による市民の意識や行動の変化により、従来と同様のイン

プットに戻したとしてもアウトプットは従来と異なる可能性もあることに注意する必

要があると考えます。 

○令和４年度の審議会においては、令和２，３年度の事務事業評価にあたって、計画通り

に実施した施策の結果についてはコロナ禍がどのように影響したか、また、コロナ禍

を踏まえて実施内容を変更した施策の結果については予算、時間等、どのような課題

が生じたかなど、コロナ禍の影響（市民生活への影響も含む）について分析した結果を

整理してもらい、それを踏まえた施策評価を実施できるようにしてください。 

○コロナ禍におけるインプット、市民の意識と行動及びアウトプットの各変化を関連付

ける分析をできる限り行い、その結果を踏まえて、重点的に取り組むべき分野及びそ

の取り組み方を検討して後期基本計画の策定に取り組むことが必要です。 

 

（２）施策の進行管理について 

○令和４年度の審議会では、進行管理についての委員の理解を深めるため、令和３年度

までの取り組み内容について、コロナ禍を踏まえて当初計画から変更した部分も示し

ながら進行管理シート等の説明を行うようにしてください。 

 

（３）事務事業評価について 

○市が実施する事務事業評価においても、インプットの変化がアウトプットに影響する

との視点を持ち、施策の実施の段階で当初計画から変更した内容を踏まえて評価を行

うようにしてください。 

 

（４）その他 

○総合計画審議会での意見を関係部署に展開する際には、インプット、アウトプットに

ついての具体的な補足を加えてください。 
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２．各個別目標に関する意見 

（１）個別目標１－１「健康寿命を延伸する」 

①めざす成果１－１－１「一人ひとりが健康づくりに取り組み元気で暮らしている」 

○老人クラブ等の団体の廃止が地域のコミュニティの衰退につながり得ることを考え

ると、高齢者数の増加に反して老人クラブの団体数等が減少している状況において

は、会長のなり手がいないという要因に対してリーダー育成に取り組む等、団体活動

の維持に向け、情報社会の急進にともなう高齢の方のニーズの多様化を踏まえた新

たな施策の検討を行い、市の積極的な支援が必要と考えます。 

 

②めざす成果１－１－２「心身の健康を維持・増進するための体制が整っている」 

○肺がん検診等の受診率について、勤務先で受診する人が多いことに加え、雇用年齢拡

大に伴う勤務先での受診者増加が見込まれるところであり、年代別に受診率を算出

する等、より適切な算出方法について検討するとともに、市民のより一層の肺がん検

診率の向上を図ってください。 

○「こもりびとコーディネーター」や「こころサポーター」を本人やその家族を含め広

く市民に紹介する際、その役割や意義について理解を深めるための説明を加えるこ

とにより、家族の方を含む実際の相談にまでつながる可能性が高まると考えます。 

 

（２）個別目標１－２「いつでも必要な医療が受けられる」 

①めざす成果１－２－１「いざというときに診療を受けられる」 

○指標①「休日夜間急患診療所（一次救急）の年間患者取扱件数」の令和２年度の実績

値が前年度より大きく減少していることが、指標②「二次救急での中度・重度患者の

割合」の令和２年度の実績値が前年度より増加していることにつながっているとも

考えられます。コロナ禍の影響を精査し、この原因を検討するとともに、本来あるべ

き地域社会の姿（アウトカム）を想定して、今後の方針や目標値（アウトプット）の

見直しについて検討してください。 

○指標②「二次救急での中度・重度患者の割合」が増加傾向にあることに対しては、医

療現場の負担についても検証するべきであり、これからの高齢社会における望まし

い一次・二次救急の医療体制を維持できるようにしてもらいたいと考えます。 

○指標③「２４時間健康相談受付件数」の低下傾向について分析するとともに、コロナ

禍において市民が不安に感じた点などに対する健康・医療に関する専門的知見から

の情報提供の充実等により市民自身が解決できるようにする仕組みを整えることも

今後の方針として必要と考えます。 

○「救急医療情報キット」について、令和２年度の配布数の実績は令和元年度の１／２

以下となったことを受け、周知を図り、配布数の増加を目指すとともに、配布数の減

に対するコロナ禍の影響、実際の活用状況、キットに記載する情報の更新の実態等に

ついて検証することも必要と考えます。 
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②めざす成果１－２－２「市立病院が地域の基幹病院としての役割を果たしている」 

○指標①「地域の診療所等から市立病院に紹介された患者の割合（紹介率）」及び②「市

立病院から地域の診療所等に紹介した患者の割合（逆紹介率）」の実績値より、市立

病院は、地域の診療所等と連携し、地域医療の中心としての役割を果たしていると考

えます。一方、地域の診療所等からの紹介に対し、市立病院で診療を受けられなかっ

た患者の割合やその病種などを明らかして実態を把握するとともに、市立病院の負

担が増大しているのであれば、適切な受診に関する情報提供等、負担軽減につながる

方策を検討する必要があると考えます。 

○医療体制の状況の把握については、医師の充足数のみではなく、充足率にも注目する

必要があると考えます。 

 

③個別目標全体に対する意見 

○個別目標１－２に関する分野はコロナ禍の影響を最も受けていると考えられます。

そのため、コロナ禍に関する評価と課題の抽出を行い、令和４年度からのウィズコロ

ナを踏まえた施策の展開を目指すべきと考えます。 

 

（３）個別目標２－１「高齢の方や障がいのある方への支援を充実する」 

①めざす成果２－１－１「高齢の方やその家族が、不安・負担を取り除くために必要な支

援を受けられる」 

○各種相談窓口の情報をまとめた「生活お役立ちガイド」は市民生活の様々な場面で役

立つと思われるため、市としては、より広く活用されるための方策について検討する

ことが必要と考えます。 

 

②めざす成果２－１－２「障がいのある方が地域の中で自立した生活を送っている」 

○パラリンピックの開催により、障がいのある方自身の意識に加え、障がいのある方に

対する健常者の意識も変化した可能性があるため、パラリンピックの影響という視

点も取り入れて今後の施策について再考する必要があると考えます。 

○後期基本計画の策定において健康領域をまたぐ取り組みを検討する際、物理的なバ

リアの排除といったハード面及び、誰もが障がいのある方に配慮して行動する意識

の普及と社会啓発といったソフト面、両面からのバリアフリー化という観点も有効

と考えます。 

 

（４）個別目標３－１「妊娠・出産・子育てを切れ目なく支援する」 

①めざす成果３－１－１「すべてのこどもがすくすくと健康に育っている」 

○全ての指標について、令和２年度の実績値は前年度より減少しており、その減少幅は

比較的小さいものの、ウィズコロナ、ポストコロナにおけるあり方を検討するために

も、コロナ禍の影響について精査する必要があると考えます。 

○指標②「４か月児健康診査の受診率」及び③「３歳６か月児健康診査の受診率」に関

連し、個別に受診したケースも含めた受診率により健診の実態を把握するとともに、

コロナ禍で顕在化していると指摘される虐待の防止に有効な未受診児の家庭訪問の

継続等、コロナ禍での子育てに係る悩み、不便等を踏まえた施策の量と質の充実を展

開してください。 
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○指標④「３歳６か月児健康診査で、う蝕なしと判定された子どもの割合」について、

う蝕なしと判定される割合を目標に設定し、計画当初から大きく変わらない現状か

ら８％程度向上させる意義を明確にする必要があると考えます。 

○大和市の子育て支援の充実が合計特殊出生率の向上に寄与していると理解されると

ころ、ＬＩＮＥ、Ｔｗｉｔｔｅｒ等の対象世代に応じた連絡手段による情報発信、乳

児家庭全戸訪問による乳児家庭のニーズ把握等、今後も有効と考えられる現在実施

中の取り組みを後期基本計画に反映するようにしてください。 

○子ども・子育て支援事業計画に基づき、当該計画で収集したデータも活用しながら、

こども食堂に対する実効性を伴った支援策等、実態に裏付けされた方針を示してく

ださい。 

○児童発達支援や障がい児の支援について、改善の方向性を明らかにできるよう、全対

象者数に対する受給者数の比率から実態を把握する必要があると考えます。 

 

②めざす成果３－１－２「こどもを望んだ時からサポートが受けられる」 

○子育てに関する保護者の不安を軽減し、孤立を防ぐことが重要となっている中、いわ

ゆるプッシュ型ともいわれる「望まざる人にも踏み込んでゆくおせっかい行政」を進

めてください。 

○２０２２年４月より不妊治療に対する保険適用の対象が拡大されるため、大和市の

不妊・不育・出産に係わる助成事業についての一定の再考が必要と考えます。 

○指標③「つどいの広場開設日１日あたりの平均利用者数」について、令和２年度の実

績値の前年度からの大きな減少はコロナ禍の影響と推測されるところであるが、コ

ロナ渦における子育ての不安解消やひとり親家庭への支援に向けたニーズ把握が必

要と考えます。 

○指標④「児童支援利用計画（障害児相談支援）実利用者数」について、コロナ禍でも

増加傾向にあり、ニーズが高まっていると考えられるため、目標値を見直すことや増

加理由を踏まえて他施策の参考にすることについて検討すべきと考えます。 

○ファミリーサポートセンター事業の支援会員不足に対する具体的な解決策を検討し

てください。 

 

③個別目標全体に対する意見 

○子育て世帯の外出抑制が指標等の減少に影響していると考えられるところ、在宅で

の相談・診断を可能とする体制、緊急時の対応、県・市・地域が一体となった虐待・

育児放棄の防止に向けた対応等、子育て支援に有効な施策を検討する必要があると

考えます。 

○今後の施策の展開に向けて、全事業の事務事業評価においては現在の状況と具体的

な方針を明らかにした上で評価するとともに、コロナ禍以前の取り組みに対して新

型コロナに対応した新たな取り組みを行うことで生じたメリット・デメリットを踏

まえて新型コロナ蔓延下及びポストコロナ期において重点的に取り組む内容を検討

する必要があると考えます。 

○子育て支援のみならず、優れた人材の育成にもつながるような施策についても検討

してください。 

  



 

5 / 5 

３．その他 

（１）成果を計る主な指標について 

○後期基本計画における「成果を計る主な指標」の設定においては、単純に増減で評価で

きない事象に対して妥当な指標を設定しているか、また、コロナ禍に応じた指標を設

定しているかといった視点を持って検討してください。 

 

（２）今後の取り組み等について 

○コロナ禍によりイベント等が開催できない状況での情報発信については、その代替の

方法として、参加者の詳細な情報の収集、開催費用の縮減等の利点を有するウェブ等

を利用した民間での実施方法が参考になると考えます。 

○市として新型コロナに対する対策を積極的に発信するとともに３回目のワクチン接種

実施後にはウィズコロナを踏まえた方策を打ち出す必要があると考えます。 

○電車による交通の便が良く、首都圏の拠点都市への接近性がよいことに加え、文化創

造拠点シリウスのような魅力的な施設が多いといった大和市の優れた点を外部に発信

する力を高め、大和市の発展につなげるようにしてください。 

 

（３）総合計画審議会について 

○すべての分野を体系的に審議する総合計画審議会の委員の構成としては、多様な視点

でもって議論ができるよう、女性や障がいのある方なども委員に加えることを検討す

る必要があると考えます。 

 

（４）その他 

○大和市西鶴間における７歳児窒息死の事件については、今後同様のことが起きないよ

う、市としても経緯、責任の所在及び対処方針について対外的に説明する必要がある

と考えます。 

 


